
令和７年度 第１回江別市消防委員会

日 時：令和７年８月２９日（金）

１４時００分～

場 所：消防本部多目的ホール

次 第

１ 開 会

２ 委員長及び副委員長の互選

３ 委員長及び副委員長挨拶

４ 報 告 事 項

（１）江別市議会関連の報告について

ア 財産の取得について ・・・資料１

（２）マイナ救急実証事業の実施について ・・・資料２

（３）消防指令業務の共同運用について ・・・資料３

（４）今後の消防関係行事予定について ・・・資料４

５ そ の 他

６ 閉 会



令和７年度第１回

江別市消防委員会資料

○資料１ 江別市議会関連の報告について Ｐ１～３

○資料２ マイナ救急実証事業の実施について Ｐ４

○資料３ 消防指令業務の共同運用について Ｐ５～７

○資料４ 今後の消防関係行事予定について Ｐ８



財産の取得について

（令和７年第２回定例会議案第 34 号）

１ 種類及び数量

水槽付消防ポンプ自動車 １台

２ 主な仕様

(1) 年式 令和７年式

(2) 車両 キャブオーバー型

(3) エンジン ディーゼルエンジン

(4) 駆動・変速方式 ４輪駆動・マニュアルミッション

(5) 車両寸法

ア 全長 ７，６００ｍｍ以下

イ 全幅 ２，４００ｍｍ以下

ウ 全高 ３，２００ｍｍ以下

(6) 乗車定員 ６名以上

(7) ポンプ規格 Ａ－２級以上（２．０㎥／min）

３ 主な特徴

(1) 消火薬剤の混合が可能な消防ポンプを積載

(2) 効率的な活動を可能にする最新型の機械器具を積載

(3) 衝突回避支援や誤発進抑制機能など安全装置を搭載

４ 配置先

消防署江別出張所

５ 納期

令和８年３月頃

６ 車両イメージ

資料１

（消防本部警防課）
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財産の取得について

（令和７年第２回定例会議案第 35 号）

１ 種類及び数量

消防ポンプ自動車 １台

２ 主な仕様

(1) 年式 令和７年式

(2) 車両 キャブオーバー型

(3) エンジン ディーゼルエンジン

(4) 駆動・変速方式 ４輪駆動・オートマチックミッション

(5) 車両寸法

ア 全長 ６，０００ｍｍ以下

イ 全幅 １，９００ｍｍ以下

ウ 全高 ２，３００ｍｍ以下

(6) 乗車定員 ６名以上

(7) ポンプ規格 Ａ－２級以上（２．０㎥／min）

３ 主な特徴

(1) 機動性に優れた小型動力ポンプを積載

(2) 衝突回避支援や誤発進抑制機能など安全装置を搭載

４ 配置先

消防団大麻分団

５ 納期

令和８年３月頃

６ 車両イメージ

2



財産の取得について

（令和７年第２回定例会議案第 36 号）

１ 財産の種類及び数量

はしご付消防自動車重整備取替キット 一式

２ 取得の方法

北海道市町村備荒資金組合の資金を活用し、令和１１年度までの債務負担行為によ

り取得するもの

３ 納期

令和７年１１月上旬

４ 主な部品

・はしご本体部品

・バスケット部品

・油圧装置部品

・安全装置部品

・電気装置部品

・放水装置部品

５ 車両イメージ
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マイナ救急実証事業の実施について

１ マイナ救急実証事業

総務省消防庁が、「健康保険証利用登録をしたマイナンバーカード（以下「マイナ

保険証」と言う。）を活用し、搬送先の医療機関の選定に係る情報を把握すること

で救急活動の円滑化を図る」ことを目的に進めている事業。

昨年度までは一部の消防本部で実施していましたが、今年度からは全消防本部

で実施することに併せ、当市でも実施する。

２ 実証事業期間

令和７年１０月１日から令和８年３月３１日まで

３ 実施方法

４ 期待される効果

（１）正確な情報把握と伝達

（２）適切な処置、円滑な搬送

（３）医療機関の事前準備

５ その他

（１）専用機材及び通信等に係る経費は国が負担する。

（２）市ホームページ、広報えべつ及びポスター掲示などで市民周知する。

119 番通報時、

指令員が通報者

にマイナ保険証

の準備を依頼す

る

救急隊到着

後、傷病者が

情報閲覧に同

意する

救 急 隊 員 が マ

イ ナ 保 険 証 を 読

み取り、傷病者の

医 療 情 報 を 閲 覧

する

適 切 な 処 置 や

搬 送 先 医 療 機 関

の選定を行う

資料２

（消防本部警防課救急需要対策担当）
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消防指令業務の共同運用について

１ 概要
これまでは、それぞれの消防指令センターで１１９番通報を受付し、消防車や救急車への出動指令を行

っていますが、これらの業務を、札幌市消防局内に札幌圏６消防本部（札幌市、江別市、千歳市、恵庭
市、北広島市、石狩北部地区消防事務組合（石狩市、当別町、新篠津村））が共同で新たに設置する札幌
圏消防指令センター（以下「共同指令センター」という。）に集約し、市民サービスの向上や行財政上の効
率化を図るものです。これに伴い、市内からの通報は９月１６日（火）以降、札幌圏消防指令センターに

繋がることとなります。

２ 消防指令業務の共同運用に関する取り組み

平成２７年度から３か年にわたり、札幌圏６消防本部（札幌、江別、千歳、恵庭、北広島、石狩北部地

区）において、調査・研究を実施。

平成３１年３月２９日に札幌圏６消防本部と札幌圏消防通信指令業務の共同運用に関する基本協

定を締結。

３ 基本協定締結までの検討結果

(1) 共同指令センターの運用開始時期

参加する消防本部が現在使用している既設通信指令シス

テムの更新時期、令和７年度予定のＮＴＴ回線の光ＩＰ化、設

計や整備に必要な期間などを考慮した結果、共同指令センタ

ーの運用開始時期は、令和７年度に決定

(2) 共同指令センターの設置場所

新庁舎を建設すると経費のメリットが生じないため、札幌

市消防局の既存庁舎に共同指令センターを設置

(3) 共同指令センターの配置人員と管理運営要員

過去１０年間の１１９番通報件数の増加率をもとに、令和

７年の通報件数を推計して算出した結果、指令管制員は

４２名、管理運営要員は７名の計４９名

(4) 共同指令センターの運営方式

地方自治法に基づき参加各自治体が札幌市に事務を委託する事務委託方式を採用

４ 事務委託規約の締結

札幌圏の６消防本部により消防通信指令業務の共同運用を開始するにあたり、札幌市に消防通信

指令事務を委託するため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の１４第３項の規定により、

議会の議決を経て、令和７年３月２８日に札幌市と消防通信指令事務に関する規約を締結。

５ 消防指令業務の共同運用と効果について

消防指令業務の共同運用により、期待できる主な効果は以下のとおりです。
(１) 情報の一元化により迅速な相互応援体制が確立できる「災害対応能力の向上」
(2) 施設整備費及び維持管理費の削減による「財政効果」
(3) 指令業務配置職員を現場活動職員へ配置できることによる「人的効果」

共同指令センター

石狩北部地区消防

事務組合（石狩市・
当別町・新篠津村）

江別市

北広島市
恵庭市

千歳市

札幌市

札幌圏

面積 3,540km
2

人口約240万人

資料３

（消防本部総務課）
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６ 119番通報時のポイント

各市町村には同じ地名があるため、令和７年９月１６日以降は必ず「江別市」から住所を伝える必要が
あります。

７ 映像通報システムの運用開始

札幌圏消防指令センターでは、通報者と指令員が映像の送受信を行うことのできる「映像通報機
能」を搭載しています。
これは、１１９番通報の内容によって、指令員の判断でＳＭＳ（ショートメール）によるＵＲＬの送信が

行われ、通報者がそのＵＲＬに接続することで 映像通報が開始されるものです。音声による１１９番通

報に加え、映像によって傷病者の状態や災害現場の詳しい状況を把握できるようになることで、迅速・
的確な消防活動につながり救命率の向上が期待できます。

８ 市民への広報について

(1) ＳＮＳの活用
・インスタグラム
・ＬＩＮＥ
・Ｘ（旧ツイッター）

・フェイスブック
(2) ポスター、ちらしの配布（札幌圏消防通信指令委員会事務局で作成）
・ポスターを事業所等に配布
・ちらしを自治会の回覧板で配布（8 月 25日発送済み）

(3) 広報動画の上映
札幌市消防局から消防アンバサダーとして委嘱されている北海道テレビ放送株式会社（ＨＴＢ）と

連携し、指令共同に関する広報動画を作成依頼し、デジタルサイネージ等で上映。
・消防本部庁舎

・江別市役所
・江別市立病院

(4) 市のホームページ、広報えべつ 9 月号に掲載
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消防指令業務の共同運用イメージ

A 本部指令センター

現状の単独本部による運用

B本部指令センター C本部指令センター

各消防本部で指令センターを整備

共同で１ヵ所の共同指令センターを整備

消防指令業務の共同運用

ABC共同指令センター
共同指令センターでは、共同

運用に参加している自治体の

行政区域内全域からの１１９

番通報を受領します！

Ａ消防本部 Ｂ消防本部 Ｃ消防本部

通信員 通信員 通信員

Ａ消防本部 Ｂ消防本部 Ｃ消防本部

災害が発生した管轄の
消防本部に出動指令！

【通信員の業務】

・共同指令センターとの連絡

・現場からの応援要請への対応

・指令センター不具合発生時の

バックアップ体制

・消防団の招集、職員非常招集

・無線交信の記録

など
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市内行事 市外行事

６日（土） ２０２５消防フェスティバル イオン江別店

16日（火）
共同指令センター運用開始
（江別市）

21日（日） 防火ふれあい大麻 大麻出張所

25日（木） ※消防関係物故者慰霊祭 消防本部

１日（水） マイナ救急実証事業開始

７日（火） 甲種防火管理再講習 消防本部

15日（水）～
31日（金）

秋の全道火災予防運動

18日（土） 住宅防火アドバイザー研修会 大麻西地区センター

１日（月） 消防団歳末特別警戒出陣式 消防本部

18日（木）～
19日（金）

甲種防火管理新規講習 市民会館

20日（土）～
31日（水）

歳末特別火災予防運動

６日（火） ※令和8年江別市消防出初め式 市民会館

中旬以降 第２回消防委員会 消防本部

７日（土） 消防記念日

　その他の事業

今後の消防本部（署）・消防団の主な行事予定表

※印は委員長の出席を依頼する行事

行　事　名　称　等

○自主防災組織の育成指導　　○自治会・事業所等への防火指導

○救命講習定期講習（毎月19日開催）　○小中学校での消防教室開催

月 日　　程 開催場所
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1

2

3

資料4

8


